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(57)【要約】
　本技術のさまざまな態様による内視鏡用の洗浄シース
は、流体ラインに結合された開口型シースを含む。シー
スは、シースの内部に内視鏡を受け入れるように構成さ
れ、ここにおいて、シースと内視鏡の両方は、使用中、
トロカール内に挿入され得る。シースは、トロカールか
らの内視鏡の取り外しを必要とすることなくあらゆる視
覚的障害物を取り除くために、洗浄流体を内視鏡の光学
端部上に向けるようにさらに構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリンジからの流体供給物を内視鏡の光学部分に向けるための洗浄シースであって、
　開放近位端部と開放遠位端部との間を延びる管腔を有するシースを備え、ここにおいて
、
　　前記シースは、前記近位端部内に前記内視鏡を受け入れ、
　　前記光学部分が前記管腔を通って前記遠位端部まで延びることを可能にするように構
成され、
　　流体導管が、前記内視鏡の外面を完全に囲み、前記シースの長さに沿って前記開放近
位端部と前記開放遠位端部との間を延びるように形成され、
　前記洗浄シースは、流体ハブを備え、前記流体ハブは、
　　対向する第１および第２の開放端部と、
　　前記対向する第１および第２の開放端部間を延びるハブ管腔と、ここにおいて、
　　　前記ハブ管腔は、前記内視鏡の挿入経路を形成し、
　　　前記シースの前記近位端部は、前記流体ハブの前記第２の開放端部内に配置され、
結合され、
　　　前記ハブ管腔は、前記流体導管と流体連通し、
　　前記ハブ管腔に開口し、前記第１および第２の開放端部間に配設された入口ポートと
、を備え、
　前記洗浄シースは、流体ラインを備え、前記流体ラインは、
　　前記入口ポートに結合された第１の端部と、
　　前記流体供給物に結合されるように構成された第２の端部と、を備える、洗浄シース
。
【請求項２】
　前記流体ハブが、前記内視鏡の前記外面と前記ハブ管腔との間にシールを作りだすよう
に構成された、前記第１の開放端部内に配設されたシールを備える、請求項１に記載の洗
浄シース。
【請求項３】
　前記シールが、Ｏリングを備える、請求項２に記載の洗浄シース。
【請求項４】
　前記流体ラインが、前記第１および第２の端部間を延びる可撓性チューブを備える、請
求項１に記載の洗浄シース。
【請求項５】
　前記流体ラインの前記第２の端部が、ルアーロックを備える、請求項１に記載の洗浄シ
ース。
【請求項６】
　前記シースが、前記近位端部と遠位端部との間で剛性がある、請求項１に記載の洗浄シ
ース。
【請求項７】
　前記シースが、
　内壁と、
　前記内壁の周りに配設された外壁と、
　前記開放近位端部と前記開放遠位端部との間に前記流体導管を形成するために前記内壁
と前記外壁との間に配設された空隙とを備える、請求項１に記載の洗浄シース。
【請求項８】
　前記内壁および前記外壁の前記遠位端部が、シールを形成するために共に結合され、
　前記内壁の前記遠位端部が、前記流体導管から内方向に前記内視鏡の光学端部の方に前
記流体供給物を向けるように構成された複数の開口部を備える、請求項７に記載の洗浄シ
ース。
【請求項９】
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　前記シースの前記遠位端部が、０から９０°の間で傾斜される、請求項１に記載の洗浄
シース。
【請求項１０】
　シリンジからの流体供給物を、挿入された内視鏡の光学端部に向けるための洗浄シース
であって、
　開放近位端部と開放遠位端部との間を延びる管腔を有し、前記挿入された内視鏡の外面
を完全に囲み、前記シースの長さに沿って前記開放近位端部と前記開放遠位端部との間を
延びる流体導管を形成するように構成されたシースを備え、
　前記洗浄シースは、流体ハブを備え、前記流体ハブは、
　　対向する第１および第２の開放端部と、
　　前記対向する第１および第２の開放端部間を延びるハブ管腔と、ここにおいて、
　　　前記ハブ管腔は、前記内視鏡のための挿入経路を形成し、
　　　前記シースの前記近位端部は、前記流体ハブの前記第２の開放端部内に配置され、
結合され、
　　　前記ハブ管腔は、前記流体導管と流体連通し、ここにおいて、前記第１の開放端部
は、前記挿入された内視鏡の外面と前記ハブ管腔との間にシールを作りだすように構成さ
れたシーリング要素を備え、
　　前記ハブ管腔に開口し、前記第１および第２の開放端部間に配設された入口ポートと
、を備え、
　前記洗浄シースは、流体ラインを備え、前記流体ラインは、
　　前記入口ポートに結合された第１の端部と、
　　前記流体供給物に結合されるように構成された第２の端部と、を備える、洗浄シース
。
【請求項１１】
　前記シーリング要素が、Ｏリングを備える、請求項１０に記載の洗浄シース。
【請求項１２】
　前記流体ラインの前記第２の端部が、ルアーロックを備える、請求項１０に記載の洗浄
シース。
【請求項１３】
　前記シースが、
　内壁と、
　前記内壁の周りに配設された外壁と、
　前記シースの前記開放近位端部と前記開放遠位端部との間に前記流体導管を形成するた
めに前記内壁と前記外壁との間に配設された空隙とを備える、請求項１０に記載の洗浄シ
ース。
【請求項１４】
　前記内壁および前記外壁の前記遠位端部が、前記流体導管を閉じるためのシールを形成
するために共に結合され、
　前記内壁の前記遠位端部が、前記流体導管から内方向に前記内視鏡の前記光学端部の方
に前記流体供給物を向けるように構成された複数の開口部を備える、請求項１３に記載の
洗浄シース。
【請求項１５】
　前記シースの前記遠位端部が、０から９０°の間で傾斜される、請求項１０に記載の洗
浄シース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、２０１８年５月１１日に出願された米国仮特許出願第６２／６７０，
２０５号の利益を主張し、参照によってその出願の開示を組み込む。
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【背景技術】
【０００２】
　[0002]消化器系、心臓血管系、および副鼻腔内の症状を検査するために、内視鏡検査、
腹腔鏡検査、および胸腔鏡検査を含むさまざまな外科的処置において、内視鏡が使用され
ている。処置中に経験される共通のフラストレーションは、内視鏡の遠位の光ファイバ先
端部と接触するデブリおよび体液によって視覚化が変更され、妨害されることである。加
えて、温かい体腔内に内視鏡を最初に挿入すると、光学先端部のレンズは、水泳時または
スノーケリング時のゴーグルのようにくもり得る。これが起こると、通常、妨害している
物質を手で除去するために、体腔から内視鏡を取り外すことが必要になる。内視鏡を取り
外し、再挿入することは、貴重な手術室（Ｏ．Ｒ.）の時間を無駄にし、手術／処置の重
大な局面中に視覚化が損なわれると、危険になる可能性がある。
【０００３】
　[0003]内視鏡の先端部が体腔内に挿入された後で明確な視野を維持することに向けられ
た既存の解決策は、トロカールなどの外科処置中に使用される既存のサイズの関連医療デ
バイスでは機能しないデバイスを含む。これらのデバイスは、適切に機能するために、別
個のポンプ、モータ、電子装置、およびスイッチも必要とすることが多い。これらのデバ
イスの各々は、外科処置が実行されている場所に設置される機器の数を増やし、それによ
ってスペースをとり、コストを上昇させる。さらに、外科処置中に追加の構成要素を導入
することで、結果として複雑性が増大し、医療スタッフによる追加の訓練が必要となる。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]本技術のさまざまな態様による内視鏡用の洗浄シースは、流体ラインに結合され
た開口型シースを含む。シースは、シースの内部内に内視鏡を受け入れるように構成され
、ここにおいて、シースと内視鏡の両方は、使用中、トロカールに挿入され得る。シース
は、トロカールからの内視鏡の取り外しを必要とすることなくあらゆる視覚的障害物を取
り除くために、洗浄流体を内視鏡の光学端部上に向けるようにさらに構成される。
【０００５】
　[0005]本技術のより完璧な理解は、以下の例示的な図に関連して考慮されて、詳細な説
明および特許請求の範囲を参照することによって導き出される。以下の図では、同じ参照
番号は、図を通して、同様の要素およびステップを指す。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】[0006]本技術の例示的な実施形態による、内視鏡シースを表す図。
【図２】[0007]本技術の例示的な実施形態による、図１の線２－２を横断する断面を表す
図。
【図３】[0008]本技術の例示的な実施形態による、内視鏡が内視鏡シースに部分的に挿入
されている、シリンジに結合された内視鏡シースを表す図。
【図４】[0009]本技術の例示的な実施形態による、内視鏡シースの流体ハブの上面を表す
図。
【図５】[0010]本技術の例示的な実施形態による、図４の線５－５を横断する断面を表す
図。
【図６】[0011]本技術の例示的な実施形態による、内視鏡シースの代替の実施形態の遠位
端部の内側側面を表す図。
【図７】[0012]本技術の例示的な実施形態による、内視鏡シースの断面を表す図。
【図８】[0013]本技術の例示的な実施形態による、図７の部分８の詳細を表す図。
【図９】[0014]本技術の例示的な実施形態による、図６の線９－９を横断する断面を表す
図。
【図１０】[0015]本技術の例示的な実施形態による、図６の線１０－１０を横断する断面
を表す図。
【図１１】[0016]本技術の例示的な実施形態による、図１０の部分１１の詳細を表す図。
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【図１２】[0017]本技術の例示的な実施形態による、内視鏡シース内に挿入されている内
視鏡の光学端部を表す図。
【図１３】[0018]本技術の例示的な実施形態による、内視鏡シースに途中まで挿入された
内視鏡の光学端部を表す図。
【図１４】[0019]本技術の例示的な実施形態による、内視鏡シース内に完全に挿入されて
いる内視鏡の光学端部を表す図。
【図１５】[0020]本技術の例示的な実施形態による、トロカール内に挿入されている内視
鏡の光学端部および内視鏡シースを表す図。
【図１６】[0021]本技術の例示的な実施形態による、トロカール内に完全に挿入されてい
る内視鏡の光学端部および内視鏡シースを表す図。
【図１７】[0022]本技術の例示的な実施形態による、内視鏡シースの流体ラインに連結さ
れているシリンジを表す図。
【図１８】[0023]本技術の例示的な実施形態による、内視鏡の光学端部の表示を表す図。
【図１９】[0024]本技術の例示的な実施形態による、視覚的障害物を伴う内視鏡の光学端
部の表示を表す図。
【図２０】[0025]本技術の例示的な実施形態による、フラッシュサイクル（flush cycle
）の開始時の内視鏡の光学端部の表示を表す図。
【図２１】[0026]本技術の例示的な実施形態による、フラッシュサイクル中の内視鏡の光
学端部の表示を表す図。
【図２２】[0027]本技術の例示的な実施形態による、フラッシュサイクルの完了時の内視
鏡の光学端部の表示を表す図。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　[0028]図内の要素およびステップは、簡略化および明確化のために示されており、必ず
しもいずれかの特定の順序にしたがってなされるものではない。たとえば、本技術の実施
形態の理解を向上させるために、同時に、または異なる順序で実行され得るステップが、
図に示される。
【０００８】
　[0029]本技術は、機能的ブロックの構成要素およびさまざまな処理ステップに関して説
明され得る。そのような機能的ブロックは、指定された機能を実行し、さまざまな結果を
達成するように構成された任意の数の構成要素によって実現され得る。たとえば、本技術
は、内視鏡、トロカール、またはシリンジに選択的に取り付ける、またはそれらと共に使
用するように適合されたさまざまな動作を実施し得る、さまざまな材料、結合機構、寸法
および外形を使用することができる。加えて、説明される技術は、本発明の１つの例示的
な用途にすぎない。さらに、本技術は、フラッシングする（flushing）、洗浄する、また
は別の形で光学デバイスから体液などのデブリおよびくもりを除去するための任意の数の
従来技術を使用することができる。
【０００９】
　[0030]本技術のさまざまな態様による内視鏡シース用の方法および装置は、任意のタイ
プの内視鏡、光ファイバビデオキャプチャシステム、またはマイクロカメラと併用して運
用することができる。本技術のさまざまな代表的な実装形態は、さまざまなタイプの視覚
的障害物にさらされ得る、医療処置中に体内で使用するために挿入可能であるか、または
別の形でそのように意図された任意のタイプの視認デバイスに適用され得る。
【００１０】
　[0031]図１～３を参照すれば、洗浄シース１００は、遠位端部２０４と、近位端部２０
２とを有する全体的に管形状の本体１０２を備えることができる。本体１０２の内部の少
なくとも一部分および遠位端部２０４は、内視鏡３０４などの視認デバイスを受け入れる
ように構成される。本体１０２は、内視鏡を受け入れると共に、食塩水などの洗浄流体が
近位端部２０２から遠位端部２０４に流れることを可能にするために、近位端部２０２と
遠位端部２０４との間を延びる管腔を形成することができる。流体ハブ１０４が、本体１
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０２の近位端部２０２に結合され、管腔と流体連通することができる。流体ライン１１２
が、流体ハブ１０４に結合され、洗浄流体用の導管経路を提供するように構成され得る。
【００１１】
　[0032]本体１０２は、任意の適切なサイズまたは形状を備えることができ、本体１０２
がその上に配置されることになる視認デバイスのサイズなどの任意の適用可能な基準にし
たがって選択され得る。たとえば、本体１０２は、内視鏡３０４と本体１０２の両方が、
医療処置において一般的に使用されるようなトロカール（図示せず）内に配置されること
を可能にするために、２ｍｍから１４ｍｍの間の内径を備えることができる。
【００１２】
　[0033]本体１０２の内径は、洗浄流体が、内視鏡の外面３０８を完全に囲んで本体１０
２の遠位端部２０４に向かって流れることを可能にするために、内視鏡３０４の外形より
わずかに大きくサイズ決めされ得る。たとえば、内視鏡３０４が、約５．４ｍｍの外側作
業直径を有する５ｍｍの胸腔鏡を備える１つの実施形態では、本体１０２は、５．４２ｍ
ｍから５．７５ｍｍの間の内径を備えることができる。内視鏡３０４に対して本体１０２
の直径をより大きくすることにより、内視鏡の外面３０８を完全に囲んで、本体１０２の
長さに沿って近位端部２０２と遠位端部２０４との間を延びる流体導管３０６が作りださ
れ、この内部を洗浄流体が流れることができる。
【００１３】
　[0034]代替の実施形態において、ここで図７～１１を参照すれば、本体１０２は、内壁
７０４の周りに配設された外壁７０２を備えることができ、それにより、流体導管３０６
は、内壁７０４と外壁７０２との間に形成され、本体１０２の全長に沿って通る。本体１
０２の総壁厚は、外壁７０２（Ｗ1）、内壁７０４（Ｗ2）、および流体導管３０６（Ｗ3

）の厚さの合計を備えることができる。
【００１４】
　[0035]ここで図６および９を参照すれば、本体１０２の遠位端部２０４は、複数の開口
部６０２を備えることができ、これらの開口部は、洗浄流体が本体１０２から内方向に視
認デバイス（図示せず）に向かって噴射されることを可能にするために、内壁７０４の周
囲の少なくとも一部分の周りの所定の場所に配置される。複数の開口部６０２は、遠位端
部２０４の最端部分に、またはその近くに配置され得る。
【００１５】
　[0036]ここで、図７、１０、および１１を参照すれば、内壁７０４および外壁７０２は
、遠位端部２０４において共に結合され得る。内壁７０４および外壁７０２は、本体１０
２の遠位端部２０４においてシール１００２を作りだすために、任意の適切な方法で共に
結合され得る。遠位端部２０４におけるシール１００２の存在により、洗浄流体は、複数
の開口部６０２から外方向に強制的に流される。
【００１６】
　[0037]シール１００２は、内壁７０４および外壁７０２を共に結合させるか、または別
の形で接合することができる任意の適切なシステムまたはデバイスを備えることができる
。たとえば、１つの実施形態では、内壁７０４および外壁７０２は、融合されるか、また
は別の形で、シール１００２を作りだす接着剤を用いて共に接合され得る。
【００１７】
　[0038]本体１０２は、天然または合成のポリマー、熱可塑性プラスチック、または金属
などの、人体の内側で使用するのに適した、半可撓性材料の適切な材料または材料の組み
合わせを備えることができる。たとえば、１つの実施形態では、本体１０２は、視認デバ
イスの光源に関連付けられた温度の上昇に耐えるように適合されたポリイミドポリマーを
備えることができる。代替の実施形態では、本体１０２は、ポリエーテルエーテルケトン
（ＰＥＥＫ）を備えることができる。
【００１８】
　[0039]遠位端部２０４は、視認デバイスが適切に機能することを可能にするために任意
の適切な方法で終端され得る。たとえば、遠位端部２０４は、最大４５°の傾斜した終端
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部を有する視認デバイスを収容するために、本体１０２の長手方向軸に対して角度を付け
て終端され得る。あるいは、遠位端部２０４は、０°の視覚化角度を有する視認デバイス
を収容するために本体１０２に対して実質的に直角に終端され得る。
【００１９】
　[0040]ここで図１、２、４、および５を参照すれば、流体ハブ１０４は、流体ライン１
１２と本体１０２の管腔との間に流体リンクを提供する。流体ハブ１０４は、本体１０２
の管腔内への視認デバイスの挿入経路を形成する、対向する第１の開放端部１０６と第２
の開放端部１０８との間を延びるハブ管腔２０８を備える。流体ハブ１０４の第２の開放
端部１０８は、本体の近位端部２０２を受け入れ、これに結合される。
【００２０】
　[0041]入口ポート１１０が、ハブ管腔２０８に開口し、第１の開放端部１０６と第２の
開放端部１０８との間に配設され、流体ライン１１２に結合される。流体ライン１１２は
、任意の適切な方法によって入口ポート１１０に結合され得る。１つの実施形態では、入
口ポート１１０は、流体ライン１１２と流体ハブ１０４の内部との間にシールを作りだす
ように構成された圧縮継手を備えて構成され得る。代替の実施形態では、入口ポート１１
０は、流体ライン１１２の第１の端部の外径にほぼ等しいか、またはそれよりわずかに小
さい開口部を備えることができ、開口部は、流体ライン１１２の端部が開口部を通って挿
入されたとき流体ライン１１２に対してシールを作りだすように構成された縁部を有する
。
【００２１】
　[0042]流体ハブ１０４の第１の開放端部１０６は、使用中、流体が第１の開放端部１０
６から外に出ることを防止するために、視認デバイスが流体ハブ１０４を通って挿入され
たときにこの視認デバイスに対してシールを作りだすように構成され得る。たとえば、第
１の開放端部１０６は、第１の開放端部１０６の外縁と入口ポート１１０との間に配置さ
れたシーリング要素２０６を備えることができる。シーリング要素２０６は、視認デバイ
スの外面およびハブ管腔２０８に対してシールを形成するための任意の適切なシステムま
たはデバイスを備えることができる。１つの実施形態では、シーリング要素は、洗浄シー
ス１００と共に使用されるように意図された視認デバイスの外面の直径のものにほぼ等し
い内径を有するＯリングを備えることができる。
【００２２】
　[0043]図１～３を再度参照すれば、流体ライン１１２は、洗浄流体供給源と流体ハブ１
０４との間に流体導管経路を作りだすための任意の適切なシステムまたはデバイスを備え
ることができる。たとえば、流体ライン１１２は、ポリマーから作製された可撓性チュー
ブを備えることができる。流体ライン１１２は、任意の適切な長さまたは直径を備えるこ
とができる。たとえば、１つの実施形態では、流体ライン１１２は、約５０ｍｍから約３
００ｍｍの間の長さを備えることができ、約２．５ｍｍから約２５ｍｍの間の直径を備え
ることができる。
【００２３】
　[0044]上記で説明されたように、流体ライン１１２の第１の端部は、本体１０２の近位
端部２０２において、またはその近くで入口ポート１１０に結合され得る。流体ライン１
１２の第２の端部は、洗浄流体供給物に連結されるように構成され得る。たとえば、１つ
の実施形態では、流体ライン１１２の第２の端部は、洗浄流体を含むシリンジ３０２の端
部に選択的に連結され得るルアーロック１１４を備える。
【００２４】
　[0045]ここで図１２～２２を参照すれば、使用において、洗浄シース１００は、医療処
置中、内視鏡３０４と共に使用され、あらゆる視覚的障害物を取り除くために、洗浄流体
を内視鏡３０４の光学端部１２０２に向けるように構成される。図１２～１４を特に参照
すれば、光学端部１２０２は、流体ハブ１０４の第１の端部に挿入され、光学端部１２０
２が遠位端部２０４の終端開口部に配置されるまで、本体１０２の遠位端部２０４に向け
て押し出され得る。
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【００２５】
　[0046]ここで図１５および１６を参照すれば、医療処置中、組み合わせられた内視鏡３
０４および洗浄シース１００の遠位端部２０４は、トロカール１５０２を通り、続いて患
者の体内に挿入され得る。図１７に示されるように、流体供給物を含むシリンジ３０２が
、流体ライン１１２の第２の端部に連結され得る。
【００２６】
　[0047]図１８に示されるように、内視鏡の光学端部１２０２は、医療処置を実行する者
によって見られ得る表示デバイス１８００に画像を提供する。処置中、光学端部１２０２
は、デブリまたは体液に接触することによって、または光学端部１２０２と体の内部温度
との間の温度差によって妨害され得る。この結果、図１９に示されるように表示デバイス
１８００上に妨害された視野が生じる。
【００２７】
　[0048]ここで図１９および２０を参照すれば、視野が妨害されるか、ぼやけるか、また
は別の形で遮られたとき、シリンジ３０２からの洗浄流体が、本体１０２内に注入され得
る。洗浄流体は、流体導管３０６を通り、本体１０２の遠位端部２０４を出て、内視鏡３
０４の光学端部１２０２上を流れることができる。洗浄流体が光学端部１２０２上を通過
した後、障害物は取り除かれ、視野は、体から内視鏡３０４を取り外すことを必要とせず
に図２２に示されるように復元され得る。
【００２８】
　[0049]洗浄シースを作成する方法のためのこれらおよび他の実施形態は、上記で説明さ
れた概念、実施形態、および構成を組み込むことができる。図示され、説明される特定の
実装形態は、技術およびその最良の形態を例示するものであり、決して本技術の範囲を他
の形で限定するようには意図されない。実際、簡潔にするために、システムの従来の製造
、連結、準備、および他の機能的態様は、詳細には説明されないことがある。さらに、さ
まざまな図に示される連結線は、さまざまな要素間の例示的な機能的関係および／または
物理的結合を表すように意図される。多くの代替または追加の機能的関係もしくは物理的
連結が、実際のシステムに存在し得る。
【００２９】
　[0050]説明および図は、制限的なものではなく、例示的と考えられるべきであり、すべ
てのそのような変更形態は、本技術の範囲内に含まれることが意図される。したがって、
本技術の範囲は、上記で説明された特定の例だけではなく、説明された包括的な実施形態
およびその法的等価物によって決定されなければならない。たとえば、任意の装置の実施
形態において列挙される構成要素および／または要素は、本技術と実質的に同じ結果を生
み出すようにさまざまな順序で組み立てられるか、または別の形で動作可能に構成されて
よく、したがって、特定の例において列挙される特定の構成に限定されない。
【００３０】
　[0051]本明細書で使用する用語「備える」、「備えている」または任意のその変形形態
は、非制限的包含を参照するように意図され、それにより、要素のリストを備えるプロセ
ス、方法、物品、組成物、または装置は、列挙されたもののみを含むのではなく、そのよ
うなプロセス、方法、物品、組成物、もしくは装置に対して明示的に列記されない、また
は固有ではない他の要素をも含むことができる。具体的に列挙されないものに加えて、本
技術の実践において使用される、上記で説明された構造、配置、用途、比率、要素、材料
または構成要素の他の組み合わせおよび／または変更形態は、本技術の原則から逸脱する
ことなく、特定の環境、製造仕様、設計パラメータもしくは他の動作要件に合わせて変更
されるか、または別の形で特に適合されてもよい。
【００３１】
　[0052]本技術は、例示的な実施形態を参照して上記で説明されてきた。しかし、本技術
の範囲から逸脱することなく、例示的な実施形態に変更および改変が加えられてもよい。
これらおよび他の変更または改変形態は、特許請求の範囲に記載される本技術の範囲内に
含まれることが意図される。
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